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兵庫県神戸市
小学校の廃校舎を利活用した
「北野工房のまち」施設
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、
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旧北野小学校は都心地域の人口減少や少子化等の影響により児童数が減少する中、隣接校区の小学校と統合
されることになり、閉校となった小学校を利活用した施設である。懇話会での意見として、「校舎を残してほしい」
・「地場産業・観光産業復興を図るための施設として欲しい」等の意見が寄せられ、これらの意見を踏まえた上で、
校舎を工房に、グラウンドを観光バスの駐車場として活用することとなった。北野工房のまちのコンセプトは、
「神戸ブランド体験型工房」「手づくり」であること「人にやさしい」「神戸らしい」「安心」出来ることとし、神戸
の生活文化産業の振興につながるオリジナルな商品・サービスを提供。高い技能を持った職人を配置し、来館者
自身が製作体験することができる。本市でも阿蘇・米本地区の小中学校の統廃合による廃校舎の利活用が今後
の課題となってきている。

倉敷市では、公共施設の老朽化に伴い空調設備の耐用年数が大幅に経過しており運
転に不具合が生じている状況であり、大型の空調設備が多いため改修に多額な費用
が必要となるため、ファシリティマネジメントの取組の一つとしてＥＳＣＯ事業を導入
することにより、民間の資金とノウハウを活用し、設備等の省エネルギー化改修を行い、
環境負荷の低減並びに光熱水費の効果的な削減を図る目的としてこの事業を導入した。
単独では省エネ効果が見込めない施設でも複数の施設をまとめ、事業規模を大きくする
ことで参加企業にとっても魅力のある事業とし、設備だけでなく維持管理業務を含ませる
ため、設備機器の耐用年数１５年を保証するとともにリスク負担を軽減できるものである。

今ある資源をいかに活用するかを重視し、まちのシンボルでもある新川流域の活性化。
印旛沼流域かわまちづくりの参考にこの取組の視察を選定した。一般社団法人しまなみ
ジャパンは、瀬戸内しまなみ海道周辺地域観光を担っていた任意団体「瀬戸内しまなみ
海道振興協議会」を発展改組し、国内外の多くの人に来訪される地域となるために、エリ
ア全体の一貫したマーケティング戦略のもと、広域的にマネジメントし、民間事業者と協
働しながら観光産業を図る日本版ＤＭＯ組織として設立した。元々しまなみ海道が開通
した時点で、自転車歩行者道とバイク道が整備され通行できるようになっていたため、サ

　　　　　　　　　　　　イクリングコースとして活用できる状況にあった。メディアに掲載されることにより一気
   にしまなみ海道がサイクリングコースとして有名となったが、中でも世界中から注目を浴びる起爆剤となったのが、世
   界最大の自転車メーカーＧＩＡＮＴ社 劉会長を団長とする台湾等の訪問団が瀬戸内しまなみ海道を訪れたサイクリ
   ング交流イベントで、このコースを「まさにサイクリングパラダイス」と絶賛したことによる。しまなみジャパンは、
   レンタサイクル事業・イベント事業・マーケティング事業・プロモーション事業の５つの事業を展開している。


